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▼
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
は

岡
山
県
の
特
産
品

豊
富
な
水
を
は
じ
め
、
恵
ま
れ
た
気

候
や
土
地
の
も
と
で
、
水
稲
を
主
体
に

野
菜
や
果
樹
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
の

が
総
社
の
農
業
で
す
。

ブ
ド
ウ
（
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー

ネ
）、
モ
モ
、
ナ
ス
、
セ
ロ
リ
は
県
下

有
数
の
産
地
で
す
。
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
は

岡
山
県
の
特
産
品
で
、
市
内
の
主
な
生

産
地
は
、
ブ
ド
ウ
が
秦
地
区
、
モ
モ
が

小
寺
、
福
谷
、
山
手
地
区
。
左
ペ
ー
ジ

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
昨
年
度
は
２
つ

合
わ
せ
て
約
４
億
５
０
０
０
万
円
の
販

売
実
績
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
麦
や
大
豆
、
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
幅
広
く
作
付
け
し
て
お
り
、
市

場
の
７
割
が
関
東
や
関
西
、
３
割
が
県

内
や
九
州
で
す
。

し
か
し
一
方
で
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
、
増
加

傾
向
の
遊
休
農
地
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。「
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
減
ら
な

い
よ
う
に
」、「
後
に
続
く
人
が
…
…
」。

総
社
新
農
業
会
議
で
聞
か
れ
た
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
を
危き

惧ぐ

す
る
声
で

す
。
今
、
こ
の
問
題
解
決
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

農
業
に
従
事
す
る
人
の
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
担
い
手
も
減
少
。
農
業
を

行
う
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
昭
和
５５
年

に
は
市
民
２
人
に
１
人
の
割
合
だ
っ
た

も
の
が
、
近
年
は
５
人
に
１
人
程
度
と
、

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
農
産
物
を
出

荷
し
て
得
ら
れ
る
所
得
が
、
３
分
の
２

の
農
家
で
５０
万
円
未
満
で
あ
り
、
農
業

離
れ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
業
農
家
か
ら
兼
業
農
家
へ
転

換
す
る
農
家
が
多
く
あ
る
こ
と
も
、
担

い
手
不
足
の
一
つ
の
要
因
で
す
。

▼
耕
作
放
棄
地
は
１
５
２
ha

市
内
の
耕
地
面
積
は
約
２
６
０
０
©
。

市
全
体
の
約
１３
％
に
あ
た
り
、
そ
の
８

割
以
上
が
田
で
す
。

耕
地
面
積
約
２
６
０
０
©
の
う
ち
、

お
お
よ
そ
４
分
の
３
に
あ
た
る
１
９
７

７
©
が
、
農
業
を
振
興
す
る
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農

地
で
す
。
近
年
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
耕

作
放
棄
地
の
問
題
。こ
の
地
域
内
で
は
、

７.

７
％
に
当
た
る
１
５
２
©
（
田
が

９５
©
、
畑
が
５７
©
。
今
年
３
月
末
現
在
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
規
模
の
小
さ
い
農
家

農
家
数
は
約
３
７
０
０
戸
で
、
そ
の

う
ち
の
１
割
強
が
専
業
農
家
。
約
４
割

が
、
自
家
消
費
分
の
み
を
行
う
農
家
で

す
。
農
家
の
規
模
か
ら
み
て
も
、
１
©

以
下
の
農
家
が
全
体
の
約
８
割
を
占

め
、
規
模
の
小
さ
い
農
家
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。

▼
先
進
的
な
取
り
組
み
も

「
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
備
や
、
三

輪
や
原
地
区
な
ど
で
近
代
農
業
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
営
農
組
合
は
、
ほ

か
の
Ｊ
Ａ
岡
山
西
管
内
で
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
も
の
で
す
」
と
、
総
社
新

農
業
会
議
に
代
理
で
出
席
し
て
い
た
Ｊ

Ａ
岡
山
西
の
金
岡
良
勝
常
務
（
久
代
）

は
、
総
社
の
農
業
の
進
ん
で
い
る
点
を

委
員
に
紹
介
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
地
域
農
業
の
中
核
的
な

担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
認
定
農
業
者

（
１
２
５
人
、
３
団
体
）
や
、
営
農
組

合
（
７
団
体
）
が
、
農
業
経
営
の
規
模

拡
大
や
農
業
の
近
代
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▼
農
地
の
流
動
化

農
地
の
有
効
利
用
の
た
め
、
耕
作

す
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
農
地
を
農

業
を
し
た
い
人
に
貸
す
、
農
地
の
流

動
化
へ
の
取
り
組
み
を
昭
和
５６
年
に

ス
タ
ー
ト
。
貸
し
借
り
は
、
農
地
流

動
化
推
進
員
が
仲
介
し
、
年
々
、
利

用
が
増
加
。
昨
年
度
は
田
と
畑
を
合

わ
せ
て
、
４
０
０
©
近
い
耕
地
が
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
有
機
無
農
薬
農
業
や
水

田
へ
の
飼
料
作
物
の
作
付
拡
大
な
ど
、

数
多
く
の
補
助
金
を
交
付
し
、
担
い

手
の
育
成
や
農
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
ま
す
。

●

県
下
初
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い

形
態
の
会
議
と
し
て
発
足
し
た
総
社

新
農
業
会
議
。
今
後
、
こ
う
し
た
総

社
の
農
業
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、

市
か
ら
の
提
案
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■果樹や野菜などの販売実績（ＪＡ岡山西調べ　平成２０年度の上位のみ抜粋）

花
き

タ
マ
ネ
ギ

小
松
菜

白
ネ
ギ

セ
ロ
リ

ナ
ス

モ
モ

ブ
ド
ウ

２億5436万円

１億9464万円

6205万円

2036万円

1120万円

1001万円

422万円

948万円

秦果樹生産出荷組合の小西義已組合長（写真
左端）と塩田繁夫副組合長（写真左から３人目）、
ＪＡ岡山西の職員ら４人が６月２日の早朝、
東京の大田市場でピオーネの販売ＰＲを行っ
た。ピオーネ８㎏を持ち込み、せりに来てい
た小売や中卸の業者の人に試食してもらい、
岡山ピオーネを売り込んだ 総社の農業の状況を、土地や農家、

生産物の視点から見てみましょう。

新
総 社

農業会議

総
社
の
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る

農
業
を
元
気
に

農
業
者
を
増
や
す




